
   

１ 全体スケジュール 

 

２ 今後都が取り組む主な事項 

 事 項 東京都の取組 組織委員会の取組 

 基本的な考え方 
開催都市として組織委員会が行う大会準備を全面的にバックアップするとともに、

大会中の都市の活動が正常に行われるように責任を持って対策を講じる。さらに、

大会を契機に、都民共通の財産として真に価値あるレガシーを残していく。 

2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の準備及び運営

を主体的に担う。 

１ 競技会場等の整備 
新規恒久施設の整備及び後利用の検討、既存都立施設の改修 

組織委員会の仮設施設整備への支援、工事中の交通対策の調整 
仮設施設の整備 

２ 選手村 
宿泊施設・基盤の整備及びレガシーの検討 

組織委員会の仮設施設整備への支援 
仮設施設の整備、大会時の運営・サービス 

３ セキュリティ 
開催都市として、都内全域の治安・サイバーセキュリティ・災害・感染症等への 

対策 
大会の会場・施設の警備全般にかかる関係機関との調整など 

４ 輸送 経済活動・都民生活への影響を最小化する都市交通マネジメント、インフラ整備 輸送運営計画の策定、大会時の輸送運営全般、車両・運転手の手配 

５ ボランティア 
ボランティアの裾野拡大、駅や観光地などで交通・観光案内を行う「都市ボランティ

ア」の募集・育成・運用 

大会会場での競技運営など大会運営を担う「大会ボランティア」の 

募集・育成・運用 

６ 多言語対応の推進 交通機関、道路、飲食店、宿泊施設などにおける表示・標識等の多言語表記の推進 競技会場内部及びその周辺における多言語対応の検討 

７ 事前キャンプ 都内区市町村や被災地の事前キャンプの誘致を情報提供や PR活動で支援 
国際競技連盟の技術要件を満たす競技施設などをまとめた候補地ガ

イドを公開 

８ 開催気運の醸成 
オール東京での開催気運盛り上げのための事業実施、リオデジャネイロ大会での開

催都市 PR、ライブサイトやシティ装飾の展開、区市町村等との連携 

公式エンブレムの制定、リオデジャネイロ大会での東京大会 PR 

海外を含めた情報・イベントの発信、IOC・大会スポンサーとの調整 

９ パラリンピック 
ハード・ソフト両面のバリアフリー化の推進、障害者スポーツの普及拡大 

メディアを活用した広報 
大会の準備全般、メディアの注目と露出の最大化 
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様々な関係者との連携・協力による着実な大会開催準備
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2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた今後の開催準備について 
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